
ＩＲＴ
項目反応理論

出題する全ての問題に同一尺度で難易度を設定

＜ＣＴＴ（古典的テスト理論）＞

生徒Ａ
中１で受けた調査：６０点
中２で受けた調査：８０点

問題が簡単？
学力が上昇？

■ 異なる調査間での学力の比較が可能

■ ＰＩＳＡやＴＯＥＦＬと同様の調査手法

問題の難易度設定を行っていないため、異なる調査間での学力比較ができない
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